
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Hlstoohemlstry 　and 　Cytoohemlstry 　（JSHC ｝

P − 3◎ P − 31

下 等 脊 椎 動 物 の 腺 性 脳 下 垂 体 に
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様 物 質 の 免疫 細 胞 化 学 的検 索
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　血管 内皮増殖 因子 （VEGF ）は ，
血 管

内皮 細胞 に作用 し ， そ の 増殖 を促 す と

共に ， 血 管透過性 を促進 する 因子 と し

て も知 られて い る。 こ の VEGF は ， ラ ッ

トに お い て 従 来知 られ て い た 肺や 腎 臓

な どの 器 官の 他 に ， 内分 泌系 に広 範 囲

に分 布す る こ とが報 告 されて い る 。 し

か し ， 下等脊椎動物 で はVEGF の 存在 が

明 らか で はな く， 特 に腺 性脳 下垂 体 に

おけ る検索はな され て い ない ．そ こ で ，

演者 らは
， 数種 の 爬 虫類 ，

両 生 類
， 硬

骨魚 類の 成体 を材 料 と し 、 腺 性脳 下 垂

体 に おける VEGF 産生細胞 と腺性脳 下垂

体ホ ル モ ン 産生細胞 の 分 布 を免疫 細 胞

化学 的に 検索 した ．そ の 結果 ，

一
部 の

種の 腺性脳 下垂体 内に VEGF 抗体 に陽性

反応 を示す細胞が認め られ た 。今回 は ，

こ れ らVEGF 陽性細胞 と演者 らが今 まで

に 検 索 して きた腺性 脳下 垂体ホ ル モ ン

産生細胞との 関連 を比較 ・検討 する ．

　　［目 的 ］ bFGF （basic　 Fibroblast

Growth 　Factor＞は、 自己 分泌的な ら び

に 傍分泌的に腫瘍の 増殖 ・
進展に重 要な

役割を担 うばか りで な く、胚 発盤や組織

の 形 態形 成に 必須 の 増殖因子 の
一
つ で

ある 。 今回は 、 ヒ ト胎児期におけ る形態

形成 に 関するbFGF の 役割を明 らか にす

る こ と を 目的として 、 そ の 発現な らび に

分布 ・局在 を霊 と して免疫組織化学的に

検討 した 。　 ［方法］在胎週 齢 9週 一11

週の ヒ ト胎児 2 例 を研究対 象と し 、 2

0 ％ホル マ リン固定後、全割 しパ ラフ ィ

ン包 埋 した 。　 bFGF の 分 布 ・局 在 は

LSAB 法に よ り免疫組織化学的方法 に よ

っ た。　 ［結果コbFGF タンパ クの 免疫組

織化学的局在は 、 脈絡叢内皮細胞、表皮

基 底膜、軟骨周 囲細胞 、 腸 間膜な らびに

腸管粘膜 固有 層 の 間葉細胞およ び肝細

胞 に認め られ、bFGF 産生が示 唆され た 。

と りわ け 、 肝細胞にお いて はび まん性か

っ 強い 染色性が確認 され た 。他の 部位に

お いて は 有意 な 染 色性 は確 認さ れな か

っ た 。 ［結 語 ］胎 芽期か ら胎児期へ の 移

行期に 相 当 す る ヒ ト胎 児 に お い て は

bFGF の 主た る産生部位は肝細胞 と考 え

られた 。
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